
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
三
日
提
出

質

問

第

二

二

号

「
真
珠
湾
訪
問
に
あ
た
っ
て
の
安
倍
首
相
へ
の
公
開
質
問
状
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

辻

元

清

美
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「
真
珠
湾
訪
問
に
あ
た
っ
て
の
安
倍
首
相
へ
の
公
開
質
問
状
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ピ
ー
ス＝

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー＝

セ
ン
タ
ー
が
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
五
日
付
け
で
「
真
珠
湾
訪
問
に
あ
た
っ
て
の
安
倍
首

相
へ
の
公
開
質
問
状
」
を
発
表
し
、
映
画
監
督
の
オ
リ
バ
ー＝

ス
ト
ー
ン
氏
や
高
橋
哲
哉
・
東
京
大
学
教
授
、
テ
ッ
サ＝

モ
リ

ス＝

ス
ズ
キ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
教
授
な
ど
、
日
米
韓
豪
の
学
者
ら
五
十
九
人
（
二
〇
一
七
年
一
月
二
十
三
日
現

在
）
が
署
名
し
て
い
る
。
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

真
珠
湾
訪
問
に
あ
た
っ
て
の
安
倍
首
相
へ
の
公
開
質
問
状
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
二
十
五
日
）

親
愛
な
る
安
倍
首
相
、

安
倍
首
相
は
先
日
、
一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
（
日
本
時
間
）
に
日
本
海
軍
が
米
国
の
海
軍
基
地
を
攻
撃
し
た
際
の
「
犠
牲
者

を
慰
霊
す
る
」
目
的
で
、
十
二
月
末
に
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
を
訪
問
す
る
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
日
に
日
本
が
攻
撃
し
た
場
所
は
真
珠
湾
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
約
一
時
間
前
に
は
日
本

陸
軍
は
マ
レ
ー
半
島
の
北
東
沿
岸
を
攻
撃
、
同
日
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
他
の
幾
つ
か
の
英
米
の
植
民
地
や
基
地
を
攻
撃

し
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
中
国
に
対
す
る
侵
略
戦
争
を
続
行
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
石
油
や
他
の
資
源
を
東
南
ア
ジ
ア
に
求
め

て
こ
れ
ら
の
攻
撃
を
開
始
し
た
の
で
す
。

一



米
日
の
開
戦
の
場
所
を
あ
な
た
が
公
式
に
訪
問
す
る
の
が
初
め
て
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
私
た
ち
は
以
下
の
質
問
を
し
た
く
思

い
ま
す
。

一
）
あ
な
た
は
、
一
九
九
四
年
末
に
、
日
本
の
侵
略
戦
争
を
反
省
す
る
国
会
決
議
に
対
抗
す
る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
「
終
戦
五

十
周
年
議
員
連
盟
」
の
事
務
局
長
代
理
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
成
趣
意
書
に
は
、
日
本
の
二
百
万
余
の
戦
没
者
が
「
日

本
の
自
存
自
衛
と
ア
ジ
ア
の
平
和
」
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
連
盟
の
一
九
九
五
年
四
月
十
三
日
の
運
動
方

針
で
は
、
終
戦
五
十
周
年
を
記
念
す
る
国
会
決
議
に
謝
罪
や
不
戦
の
誓
い
を
入
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
五
年

六
月
八
日
の
声
明
で
は
、
与
党
の
決
議
案
が
「
侵
略
的
行
為
」
や
「
植
民
地
支
配
」
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
で
き
な
い

と
表
明
し
て
い
ま
す
。
安
倍
首
相
、
あ
な
た
は
今
で
も
こ
の
戦
争
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
認
識
を
お
持
ち
で
す
か
。

二
）
二
〇
一
三
年
四
月
二
十
三
日
の
国
会
答
弁
で
は
、
首
相
と
し
て
「
侵
略
の
定
義
は
学
界
的
に
も
国
際
的
に
も
定
ま
っ
て
い

な
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
は
、
連
合
国
お
よ
び
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
に
対
す
る
戦
争
と
、
す
で

に
続
行
し
て
い
た
対
中
戦
争
を
侵
略
戦
争
と
は
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

三
）
あ
な
た
は
、
真
珠
湾
攻
撃
で
亡
く
な
っ
た
約
二
千
四
百
人
の
米
国
人
の
「
慰
霊
」
の
た
め
に
訪
問
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
な
ら
、
中
国
や
、
朝
鮮
半
島
、
他
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
、
他
の
連
合
国
に
お
け
る
数
千
万
に
も
上
る
戦
争
被
害
者

二



の
「
慰
霊
」
に
も
行
く
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

首
相
と
し
て
あ
な
た
は
、
憲
法
九
条
を
再
解
釈
あ
る
い
は
改
定
し
て
自
衛
隊
に
海
外
の
ど
こ
で
も
戦
争
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
お
い
て
日
本
に
被
害
を
受
け
た
国
々
に
ど
の
よ
う
な
合
図
と
し

て
映
る
の
か
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
（
以
上
引
用
）

以
下
、
質
問
す
る
。

問
一

日
本
と
米
国
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
日
付
と
場
所
は
い
つ
、
ど
こ
か
。
ま
た
、
日
本
と
中
国
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
日
付
と

場
所
は
い
つ
、
ど
こ
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

問
二

報
道
に
よ
れ
ば
、
中
国
政
府
は
日
中
戦
争
の
起
点
を
一
九
三
一
年
九
月
の
柳
条
湖
事
件
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
を
通

達
し
た
。
日
本
政
府
と
中
国
政
府
の
間
で
認
識
に
齟
齬
が
あ
る
と
い
う
認
識
か
。

問
三

日
米
、
日
中
が
開
戦
し
た
理
由
は
何
だ
っ
た
か
。
政
府
の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

問
四

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
（
日
本
時
間
）
に
日
本
軍
が
侵
攻
し
た
国
・
地
域
は
ど
こ
か
。

問
五

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
（
日
本
時
間
）
以
降
に
日
本
軍
が
占
領
し
た
国
・
地
域
は
ど
こ
か
。

問
六

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
つ
い
て
問
う
。

三



�

レ
イ
テ
戦
を
含
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
お
い
て
日
本
は
ど
こ
の
国
と
戦
っ
た
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

�

レ
イ
テ
戦
を
含
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
お
け
る
日
本
軍
の
戦
没
者
は
お
よ
そ
何
人
か
。
そ
の
主
な
死
因
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
。

�

一
九
五
一
年
九
月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
代
表
が
、
「
千
八
百
万
の
人
口
の
う
ち
、

わ
れ
わ
れ
は
百
万
人
以
上
の
生
命
を
失
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
レ
イ
テ
戦
を
含
む
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
に
お
け
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
人
犠
牲
者
は
お
よ
そ
何
人
と
承
知
し
て
い
る
か
。
そ
の
主
な
死
因
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
。

�

と
く
に
、
一
九
四
五
年
二
〜
三
月
の
マ
ニ
ラ
市
街
戦
の
死
者
は
、
日
本
軍
、
米
軍
、
マ
ニ
ラ
市
民
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ

何
人
か
、
政
府
が
把
握
し
て
い
る
数
を
示
さ
れ
た
い
。

�

日
本
の
歴
代
総
理
大
臣
及
び
閣
僚
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問
し
た
と
き
、
戦
死
し
た
日
本
人
、
米
国
人
及
び
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
犠
牲
者
の
慰
霊
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

問
七

二
〇
一
五
年
八
月
十
四
日
の
い
わ
ゆ
る
「
安
倍
談
話
」
に
つ
い
て
問
う
。

�

「
先
の
大
戦
」
と
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
戦
争
を
指
す
の
か
。
ま
た
、
「
先
の
大
戦
」
に
お
い
て
、
日
本
と
戦
っ

た
国
は
ど
こ
か
。

四



�

「
進
む
べ
き
針
路
を
誤
り
」
と
あ
る
が
、
日
中
戦
争
は
誤
り
だ
っ
た
と
い
う
認
識
か
。

�

真
珠
湾
攻
撃
は
誤
り
だ
っ
た
と
い
う
認
識
か
。

�

対
中
国
、
米
国
以
外
で
日
本
が
行
っ
た
戦
争
で
、
「
誤
り
」
で
な
か
っ
た
も
の
は
あ
る
か
。

�

「
先
の
大
戦
」
そ
の
も
の
が
、
誤
り
だ
っ
た
と
い
う
認
識
か
。

問
八

「
真
珠
湾
訪
問
に
あ
た
っ
て
の
安
倍
首
相
へ
の
公
開
質
問
状
」
に
関
連
し
、
安
倍
首
相
の
歴
史
認
識
等
に
つ
い
て
問

う
。

�

安
倍
首
相
は
当
該
「
質
問
状
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。

�

安
倍
首
相
は
当
該
「
質
問
状
」
に
回
答
し
た
の
か
。
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

�

安
倍
首
相
が
以
前
、
「
終
戦
五
十
周
年
議
員
連
盟
」
の
事
務
局
長
代
理
を
務
め
て
い
た
の
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で

か
。

�

日
本
の
二
百
万
余
の
戦
没
者
は
、
「
日
本
の
自
存
自
衛
と
ア
ジ
ア
の
平
和
」
の
た
め
に
命
を
捧
げ
た
と
い
う
認
識

か
。

�

「
先
の
大
戦
」
に
お
い
て
、
日
本
に
よ
る
「
侵
略
的
行
為
」
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
認
識
か
。

五



�

過
去
、
日
本
が
「
植
民
地
支
配
」
し
た
国
は
ど
こ
か
。

�

真
珠
湾
攻
撃
は
「
侵
略
行
為
」
と
い
う
認
識
か
。

�

中
国
に
対
す
る
戦
争
、
及
び
真
珠
湾
攻
撃
と
同
日
の
英
領
マ
レ
ー
攻
撃
、
続
く
英
領
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
蘭
領
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
対
す
る
攻
撃
は
、
真
珠
湾
攻
撃
と
同
じ
「
侵
略
行
為
」
と
し
て
認
識
し
て
い
る
か
。

�

今
後
、
中
国
や
、
朝
鮮
半
島
、
他
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
、
他
の
連
合
国
に
お
け
る
数
千
万
に
も
上
る
戦
争
被
害
者

の
「
慰
霊
」
に
行
く
検
討
は
さ
れ
て
い
る
か
。
現
在
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
検
討
さ
れ
る
予
定
は
あ
る

か
。

右
質
問
す
る
。

六


